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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの無線ワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）システムと少なくとも１
つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムとに関する好ましいローミン
グリスト（ＰＲＬ）を記憶するように動作するメモリユニットと、ここにおいて、前記Ｐ
ＲＬは、
　ＷＬＡＮシステム毎の捕捉レコードと、前記少なくとも１つに対応するプロファイルテ
ーブルを指し示すプロファイル識別子とを具備し、各捕捉レコードは前記それぞれのＷＬ
ＡＮシステムに関する少なくとも帯域クラスを示し、前記プロファイルテーブルは前記少
なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少なくとも保
持し、
　前記ＰＲＬとプロファイルテーブルはサービスプランに依存して選択されたＰＲＬとプ
ロファイルテーブルの複数の異なるセットのうちの１つのセットを具備する、
　システム選択および捕捉のために前記ＰＲＬを使用するように動作するプロセッサと、
を備える装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記ＰＲＬ内の捕捉レコードに基づいて少なくとも１つのシステム
を捕捉するように動作する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記ＰＲＬ内のシステムレコードに基づいて前記少なくとも１つの
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ＷＷＡＮシステムと前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムとの中からシステムを選択す
るように動作する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、ある地理的領域内のＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関するシス
テムレコードを前記ＰＲＬから取得し、前記システムレコードに基づいて前記地理的領域
内の前記ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関する優先度を決定し、また前記優先度に基
づいて前記地理的領域内の前記ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムの中から少なくとも１つ
のシステムを選択するように動作する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記プロセッサは、最初に１つのＷＷＡＮシステムを捕捉し、前記捕捉されたＷＷＡＮ
システムに基づいて、もし利用可能あれば次に１つのＷＬＡＮシステムを捕捉するように
動作する、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは最初に１つのＷＷＡＮシステムの捕捉を試み、もしＷＷＡＮシステム
が捕捉されなければ１つのＷＬＡＮシステムの捕捉を試みるように動作する、請求項１に
記載の装置。
【請求項７】
　前記メモリユニットは前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関するプロファイルテ
ーブルを記憶するように動作する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを前記プ
ロファイルテーブルから取得し、前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷ
ＬＡＮシステムに関して認証を実行するように動作する、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷＬＡＮシス
テムのために使用する認証スキームを決定し、前記プロファイルレコードからセキュリテ
ィ関連情報を取得し、前記認証スキームに従って、また更に前記セキュリティ関連情報基
づいて前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して認証を実行するように動作する、請求項
８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを前記
プロファイルテーブルから取得し、前記プロファイルレコードに基づいて前記選択された
ＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行するように動作する、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷＬＡＮシス
テムのために使用する暗号化スキームを決定し、前記プロファイルレコードからセキュリ
ティ関連情報を取得し、前記暗号化スキームに従って、また更に前記セキュリティ関連情
報基づいて前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行するように動作する、
請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＰＲＬは各ＷＬＡＮシステムに関して１つのシステムレコードを備え、各システム
レコードは関連ＷＬＡＮシステムに関するサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）、捕捉レコ
ード、プロファイルレコード、優先度、プレフィックス、またはこれらの組合せを示す、
請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＰＲＬは各ＷＬＡＮシステムに関して１つの捕捉レコードを備え、各捕捉レコード
は関連ＷＬＡＮシステムに関するテクノロジー、帯域クラス、チャネル、またはこれらの
組合せを示す、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記プロファイルテーブルは各ＷＬＡＮシステムに関して１つのプロファイルレコード
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を備え、各プロファイルレコードは関連ＷＬＡＮシステムに関する認証スキーム、暗号化
スキーム、セキュリティ鍵、パスワード、ユーザ識別子、またはこれらの組合せを示す、
請求項７に記載の装置。
【請求項１５】
　前記メモリユニットは少なくとも１つのプロファイルレコードを更に具備した前記プロ
ファイルテーブルを記憶するように動作し、また各プロファイルレコードは前記プロファ
イルレコードに関するプロファイルタイプによって決定される情報の特定のタイプを記憶
する、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムは予め決められたタイプ値を割り当てられる、
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＰＲＬはＴＩＡ－６８３－Ｃ規格に対して下位互換性がある、請求項１に記載の装
置。
【請求項１８】
　システム選択および捕捉を実行する方法であって、
　少なくとも１つの無線ワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）システムと少なくとも１
つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムとに関する好ましいローミン
グリスト（ＰＲＬ）を取得することと、ここにおいて、前記ＰＲＬは、
　各ＷＬＡＮシステムに関する捕捉レコードと、ここにおいて、各捕捉レコードは前記そ
れぞれのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも帯域クラスを示す、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに対応するプロファイルテーブルを指し示すプ
ロファイル識別子と、ここにおいて、前記プロファイルテーブルは前記少なくとも１つの
ＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少なくとも保持する、
を具備し、
　ここにおいて、前記ＰＲＬと前記プロファイルテーブルは、サービスプランに依存して
選択されたＰＲＬとプロファイルテーブルの複数の異なるセットのうちの少なくとも１つ
のセットを具備する、
　システム選択および捕捉のために前記ＰＲＬを使用することと、
を備える方法。
【請求項１９】
　システム選択および捕捉のために前記ＰＲＬを前記使用することは、
　前記ＰＲＬから少なくとも１つの捕捉レコードを取得することと、
　前記少なくとも１つの捕捉レコードに基づいて少なくとも１つのシステムを捕捉するこ
とと、
　前記少なくとも１つの捕捉されたシステムと、前記少なくとも１つの捕捉されたシステ
ムと同じ地理的領域内のＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムと、に関するシステムレコード
を前記ＰＲＬから取得することと、
　前記システムレコードに基づいて前記地理的領域内のシステムを選択することと、を備
える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを取得することと、
　前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷＬＡＮシステムのために使用す
る認証スキームを決定することと、
　前記プロファイルレコードから前記選択されたＷＬＡＮシステムに関するセキュリティ
関連情報を取得することと、
　前記認証スキームに従って、また更に前記セキュリティ関連情報に基づいて前記選択さ
れたＷＬＡＮシステムに関して認証を実行することと、を更に備える、請求項１８に記載
の方法。
【請求項２１】
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　選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを取得することと、
　前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷＬＡＮシステムのために使用す
る暗号化スキームを決定することと、
　前記プロファイルレコードから前記選択されたＷＬＡＮシステムに関するセキュリティ
関連情報を取得することと、
　前記暗号化スキームに従って、また更に前記セキュリティ関連情報に基づいて前記選択
されたＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行することと、を更に備える、請求項１８に
記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも１つの無線ワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）システムと少なくとも１
つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムとに関する好ましいローミン
グリスト（ＰＲＬ）を取得するための手段と、ここにおいて、前記ＰＲＬは、
　各ＷＬＡＮシステムに関する捕捉レコードと、ここにおいて、各捕捉レコードは前記そ
れぞれのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも帯域クラスを示す、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに対応するプロファイルテーブルを指し示すプ
ロファイル識別子と、ここにおいて、前記プロファイルテーブルは前記少なくとも１つの
ＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少なくとも保持する、
を具備し、
　ここにおいて、前記ＰＲＬと前記プロファイルテーブルはサービスプランに依存して選
択されたＰＲＬとプロファイルテーブルの複数の異なるセットのうちの１つのセットを具
備する、
　システム選択および捕捉のために前記ＰＲＬを使用するための手段と、
を備える装置。
【請求項２３】
　システム選択および捕捉のために前記ＰＲＬを使用するための前記手段は、
　前記ＰＲＬから少なくとも１つの捕捉レコードを取得するための手段と、
　前記少なくとも１つの捕捉レコードに基づいて少なくとも１つのシステムを捕捉するた
めの手段と、
　前記少なくとも１つの捕捉されたシステムと、前記少なくとも１つの捕捉されたシステ
ムと同じ地理的領域内のＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムと、に関するシステムレコード
を前記ＰＲＬから取得するための手段と、
　前記システムレコードに基づいて前記地理的領域内のシステムを選択するための手段と
、を備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを取得するための手段と、
　前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷＬＡＮシステムのために使用す
る認証スキームを決定するための手段と、
　前記プロファイルレコードから前記選択されたＷＬＡＮシステムに関するセキュリティ
関連情報を取得するための手段と、
　前記認証スキームに従って、また更に前記セキュリティ関連情報に基づいて前記選択さ
れたＷＬＡＮシステムに関して認証を実行するための手段と、を更に備える、請求項２２
に記載の方法。
【請求項２５】
　選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを取得するための手段と、
　前記プロファイルレコードに基づいて前記選択されたＷＬＡＮシステムのために使用す
る暗号化スキームを決定するための手段と、
　前記プロファイルレコードから前記選択されたＷＬＡＮシステムに関するセキュリティ
関連情報を取得するための手段と、
　前記暗号化スキームに従って、また更に前記セキュリティ関連情報に基づいて前記選択
されたＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行するための手段と、を更に備える、請求項
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２２に記載の装置。
【請求項２６】
　少なくとも１つの無線ワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）システムと少なくとも１
つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムとに関する好ましいローミン
グリスト（ＰＲＬ）取得し、ここにおいて、前記ＰＲＬは、
　各ＷＬＡＮシステムに関する捕捉レコードと、ここにおいて、各捕捉レコードは、前記
それぞれのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも帯域クラスを示す、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに対応するプロファイルテーブルを指し示すプ
ロファイル識別子と、ここにおいて、前記プロファイルテーブルは、前記少なくとも１つ
のＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少なくとも保持する、
　ここにおいて、前記ＰＲＬと前記プロファイルテーブルは、サービスプランに依存して
選択されたＰＲＬとプロファイルテーブルの複数の異なるセットのうちの１つのセットを
具備する、
　システム選択および捕捉のために前記ＰＲＬを使用する、
ように、無線装置内で動作可能なプロセッサ実行可能な命令を具備するプロセッサ可読媒
体。
【請求項２７】
　前記ＰＲＬから少なくとも１つの捕捉レコードを取得し、
　前記少なくとも１つの捕捉レコードに基づいて少なくとも１つのシステムの捕捉を命令
し、
　前記少なくとも１つの捕捉されたシステムと、前記少なくとも１つの捕捉されたシステ
ムと同じ地理的領域内のＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムと、に関するシステムレコード
を前記ＰＲＬから取得し、また
　前記システムレコードに基づいて前記地理的領域内のシステムを選択する、
ように動作可能なプロセッサ実行可能命令を更に具備する請求項２６に記載のプロセッサ
可読媒体。
【請求項２８】
　少なくとも１つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムに関するシス
テムおよびセキュリティ関連情報を含む少なくとも１つのファイルを記憶するように動作
するメモリユニットと、ここにおいて、前記少なくとも１つのファイルは、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも１つのシステムレコードと
、ここにおいて、各システムレコードは、前記それぞれのＷＬＡＮシステムに関する少な
くとも帯域クラスを示し、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少な
くとも含む少なくとも１つのプロファイルテーブルと、
を具備し、
　ここにおいて、前記システムレコードと前記プロファイルテーブルは、サービスプラン
に依存して選択されたシステムレコードとプロファイルテーブルの複数の異なるセットの
うちの１つのセットを具備する、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのファイルは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシス
テムに関するシステム選択と捕捉に関して前記無線装置により使用される、
　ＷＬＡＮシステムを捕捉し、選択するために前記少なくとも１つのファイルを使用する
ように動作するプロセッサと、
を備える無線装置。
【請求項２９】
　前記プロセッサは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも１つの
システムレコードを前記少なくとも１つのファイルから取得し、前記少なくとも１つのシ
ステムレコードに基づいて前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムの１つを選択し、また
選択されたＷＬＡＮシステムを関連システムレコードに基づいて捕捉するように動作する
、請求項２８に記載の無線装置。
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【請求項３０】
　前記プロセッサは、選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを前記
少なくとも１つのファイルから取得し、前記プロファイルレコードに基づいて認証スキー
ムを決定し、もしあれば前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して決定された前記認証ス
キームに従って前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して認証を実行するように機能する
、請求項２８に記載の無線装置。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを前記
少なくとも１つのファイルから取得し、前記プロファイルレコードに基づいて暗号化スキ
ームを決定し、もしあれば前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して決定された前記暗号
化スキームに従って前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行するように機
能する、請求項２８に記載の無線装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのファイルは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少
なくとも１つのシステムレコードを備え、各システムレコードは関連ＷＬＡＮシステムに
関するテクノロジー、帯域クラス、チャネル、モード、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ
）、またはこれらの組合せを示す、請求項２８に記載の無線装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのファイルは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少
なくとも１つのプロファイルレコードを備え、各プロファイルレコードは関連ＷＬＡＮシ
ステムに関する認証スキーム、暗号化スキーム、セキュリティ鍵、パスワード、ユーザ識
別子、またはこれらの組合せを示す、請求項２８に記載の無線装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのファイルは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少
なくとも１つのシステムレコードと、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する前
記テクノロジーとは異なるテクノロジーを利用する少なくとも１つの他のシステムに関す
る少なくとも１つの他のシステムレコードと、を備える、請求項２８に記載の無線装置。
【請求項３５】
　前記メモリユニットは、前記少なくとも１つの無線ＷＬＡＮシステムに関する前記シス
テム情報とセキュリティ関連情報の両者を含む単一のファイルを記憶するように動作する
、請求項２８に記載の無線装置。
【請求項３６】
　前記メモリユニットは、前記少なくとも１つの無線ＷＬＡＮシステムに関する前記シス
テム情報を含む第１のファイルと前記少なくとも１つの無線ＷＬＡＮシステムに関する前
記セキュリティ関連情報を含む第２のファイルとを記憶するように動作する、請求項２８
に記載の無線装置。
【請求項３７】
　少なくとも１つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムに関するシス
テムおよびセキュリティ関連情報を含む少なくとも１つのファイルを取得することと、こ
こにおいて、前記少なくとも１つのファイルは、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも１つのシステムレコードと
、ここにおいて、各システムレコードは、前記それぞれのＷＬＡＮシステムに関する帯域
クラスを示す、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少な
くとも含む少なくとも１つのプロファイルテーブルと、
を具備し、
　ここにおいて、前記システムレコードと前記プロファイルテーブルは、サービスプラン
に依存して選択されたシステムレコードとプロファイルテーブルの複数の異なるセットの
うちの１つのセットを具備する、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのフィルは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステ
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ムに関するシステム選択と捕捉に関して無線装置により使用される、
　ＷＬＡＮシステムを捕捉し、選択するために前記少なくとも１つのファイルを使用する
ことと、
を備える、システム選択および捕捉を実行する方法。
【請求項３８】
　システム選択および捕捉のために前記少なくとも１つのファイルを前記使用することは
、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも１つのシステムレコードを
前記少なくとも１つのファイルから取得することと、
　前記少なくとも１つのシステムレコードに基づいて前記少なくとも１つのＷＬＡＮシス
テムの１つを選択することと、
　選択されたＷＬＡＮシステムを関連システムレコードに基づいて捕捉することと、を備
える、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを前記少なくとも１つのフ
ァイルから取得することと、
　前記プロファイルレコードに基づいて認証スキームを決定することと、
　もしあれば前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して決定された前記認証スキームに従
って前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して認証を実行することと、
　前記プロファイルレコードに基づいて暗号化方式を決定することと、
　もしあれば前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して決定された前記暗号化スキームに
従って前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行することと、を更に備える
、請求項３７に記載の方法。
【請求項４０】
　少なくとも１つの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムに関するシス
テムおよびセキュリティ関連情報を含む少なくとも１つのファイルを取得するための手段
と、ここにおいて、前記少なくとも１つのファイルは、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも１つのシステムレコードと
、ここにおいて、各システムレコードは、前記それぞれのＷＬＡＮシステムに関する帯域
クラスを示す、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する認証と暗号化に使用される情報を少な
くとも含む少なくとも１つのプロファイルテーブルと、
を具備し、
　ここにおいて、前記システムレコードと前記プロファイルテーブルは、サービスプラン
に依存して選択されたシステムレコードとプロファイルテーブルの複数の異なるセットの
うちの１つのセットを具備する、
　ここにおいて、前記少なくも１つのファイルは、前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステ
ムに関するシステム選択と捕捉に関して無線装置により使用される、
　ＷＬＡＮシステムを捕捉し、選択するために前記少なくとも１つのファイルを使用する
ための手段と、
を備える装置。
【請求項４１】
　システム選択および捕捉のために前記少なくとも１つのファイルを使用するための前記
手段は、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮシステムに関する少なくとも１つのシステムレコードを
前記少なくとも１つのファイルから取得するための手段と、
　前記少なくとも１つのシステムレコードに基づいて前記少なくとも１つのＷＬＡＮシス
テムの１つを選択するための手段と、
　選択されたＷＬＡＮシステムを関連システムレコードに基づいて捕捉するための手段と
、を備える、請求項４０に記載の装置。
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【請求項４２】
　選択されたＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードを前記少なくとも１つのフ
ァイルから取得するための手段と、
　前記プロファイルレコードに基づいて認証スキームを決定するための手段と、
　もしあれば前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して決定された前記認証スキームに従
って前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して認証を実行するための手段と、
　前記プロファイルレコードに基づいて暗号化スキームを決定するための手段と、
　もしあれば前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して決定された前記暗号化スキームに
従って前記選択されたＷＬＡＮシステムに関して暗号化を実行するための手段と、を更に
備える、請求項４０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
（Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９の下での優先権の主張）
　本特許出願は、参照により本明細書に明瞭に組み込まれる２００５年６月１７日に出願
された「Ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ＷＬＡＮ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
ｉｎ　ｔｈｅ　ＰＲＬ　（Ｐｒｅｆｅｒｒｅｄ　Ｒｏａｍｉｎｇ　Ｌｉｓｔ）　ａｎｄ　
ｕｓｅｒｓ‘　ｐｒｉｖａｔｅ　ＷＬＡＮ　ｓｙｓｔｅｍ　ｌｉｓｔ　ｔｏ　ｅｎａｃｔ
　（ＰＲＬ（好ましいローミングリストにおけるＷＬＡＮシステム情報の追加および制定
すべきユーザの私設ＷＬＡＮシステムリスト）」と題する仮出願第６０／６９１，９４７
号に対する優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般的には通信に関し、より特定的には無線装置によるシステム選択および
捕捉を実行するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声、パケットデータなどといった種々の通信サービスを提供す
るために広く展開されている。これらの無線システムは、利用可能なシステム資源を共用
することによって多数のユーザとの通信をサポートできる多元接続システムであり得る。
このような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）システムおよび周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システムを含む。Ｃ
ＤＭＡシステムは、当分野で公知のＩＳ－２０００およびＩＳ－９５（一般に「１ｘ－Ｅ
Ｖ－ＤＶ」または単に「１ｘ」と呼ばれる）、ＩＳ－８５６（一般に「１ｘ－ＥＶ－ＤＯ
」と呼ばれる）などといった１つ以上のＣＤＭＡ規格を実施できる。
【０００４】
　１ｘおよび／または１ｘ－ＥＶ－ＤＯをサポートする無線装置（例えば携帯電話）は典
型的には、好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を保持する。このＰＲＬは、特に無線装
置がローミングしているときに、無線装置が１ｘおよび１ｘ－ＥＶ－ＤＯシステムにおい
てシステム選択および捕捉を実行するのを助けるための情報を含んでいる。ＰＲＬは、無
線装置が使用すべきである「許可された」システムと、（任意選択的に）無線装置が使用
すべきでない「禁止された」システムとを識別する。
【０００５】
　１ｘに関するＰＲＬフォーマットは、公的に利用可能である１９９８年６月の「Ｏｖｅ
ｒ－ｔｈｅ－Ａｉｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｓｔａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　Ｓｐｒｅａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　（
拡散スペクトル規格における移動局の無線サービス提供）」と題する文書ＴＩＡ／ＥＩＡ
／ＩＳ－６８３－Ａに記載されている。１ｘ－ＥＶ－ＤＯに関するＰＲＬフォーマットは
、これも公的に利用可能である２００３年３月の「Ｏｖｅｒ－ｔｈｅ－Ａｉｒ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　Ｓ
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ｐｒｅａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　（拡散スペクトル規格における移
動局の無線サービス提供）」と題する文書ＴＩＡ－６８３－Ｃに記載されている。ＴＩＡ
－６８３－Ｃは、（１）ＩＳ－６８３－Ａに基づいていて、１ｘシステムに関するＰＲＬ
情報を伝達できるＰＲＬフォーマットと、（２）１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯシステムの両
者に関するＰＲＬ情報を伝達できる拡張ＰＲＬフォーマットと、を定義する。ＴＩＡ－６
８３－Ｃは、ＩＳ－６８３－Ａとは下位互換性がある。
【０００６】
　拡張ＰＲＬを記憶する無線装置は、１ｘおよび１ｘ－ＥＶ－ＤＯシステムを選択して捕
捉できる。しかしながらこの無線装置は、ＴＩＡ－６８３－Ｃによってカバーされない他
のシステムを選択して捕捉することはできない。
【発明の開示】
【０００７】
　本明細書では、無線ワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）システムならびに無線ロー
カルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムに関するシステム選択および捕捉を実行す
るための技法が説明される。ＷＷＡＮシステムは、１ｘシステム、１ｘＥＶ－ＤＯシステ
ムおよび／または何か他のタイプのシステムであり得る。ＷＬＡＮシステムは、ＩＥＥＥ
８０２．１１システムおよび／または何か他のタイプのシステムであり得る。
【０００８】
　一態様ではＰＲＬは、ＷＷＡＮシステムとＷＬＡＮシステムとに関するシステムレコー
ドと捕捉レコードとを保持している。システムレコードの１つ以上の新しいタイプと捕捉
レコードの１つ以上の新しいタイプが、ＷＬＡＮに関して定義され得る。ＰＲＬと新しい
システムレコードおよび捕捉レコードは、ＴＩＡ－６８３－Ｃと下位互換性があるように
定義され得る。ＷＬＡＮシステムに関するシステムおよび捕捉情報は、ＰＲＬに含まれる
それぞれ新しいシステムレコードおよび捕捉レコードに記憶され得る。ＰＲＬは、無線装
置内にプログラムされることが可能であり、および／または通常の仕方で無線で送られる
こともできる。ＷＬＡＮシステムに関して暗号化および／または認証を実行するために使
用されるセキュリティ関連情報は、別のＷＬＡＮ認証プロファイルテーブル内に記憶され
得る。各ＷＬＡＮシステムに関するシステムレコードは、このＷＬＡＮシステムのために
適用可能な捕捉レコードとプロファイルレコードとを指示し得る。
【０００９】
　もう１つの態様では、ネットワーク識別子テーブルは、ＷＬＡＮシステムと、おそらく
他のタイプのシステムと、に関するシステムレコードとプロファイルレコードとを記憶す
る。システムレコードは、システム選択および捕捉のために使用される情報を保持する。
ネットワーク識別子テーブル内のシステムレコードは、ＴＩＡ－６８３－Ｃと逆方向互換
である必要はなく、効率的な仕方で関連情報を保持するように定義され得る。プロファイ
ルレコードは、ＷＬＡＮシステムに関して暗号化および／または認証を実行するために使
用される情報を保持する。
【００１０】
　本発明の種々の態様と実施形態は、下記に更に詳細に説明される。
【００１１】
　本発明の特徴と性質は、同様な参照文字が全体を通して対応するように識別する図面に
関連して考慮されるときに前述の詳細説明から一層明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　用語「例示的」は本明細書では、「例、事例または実例として役立つこと」を意味する
ように使用される。「例示的」として本明細書に説明される如何なる実施形態または設計
も、他の実施形態または設計に対して好ましいまたは有利であると必ずしも解釈されるべ
きではない。
【００１３】
　図１は、ＷＷＡＮ１００とＷＬＡＮ１０２とによる展開配置を示す。ＷＷＡＮ１００は
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、大きな地理的領域、例えば都市、州などのための通信カバレージを与える。ＷＬＡＮ１
０２は、より小さな地理的領域、例えばモール、キャンパス、商店などのための通信カバ
レージを与える。ＷＷＡＮ１００のカバレージエリアは、ＷＬＡＮ１０２のカバレージエ
リアとオーバーラップすることも、しないこともあり得る。
【００１４】
　ＷＷＡＮ１００は１ｘネットワーク、１ｘＥＶ－ＤＯネットワークまたは何か他のタイ
プのネットワークであり得る。ＷＷＡＮ１００は１つ以上のシステムを含み、各システム
は１つ以上の、より小さなネットワークを含む。１ｘネットワーク内の各システムは、シ
ステム識別（ＳＩＤ）値によって識別され、各１ｘシステムの各より小さなネットワーク
はネットワーク識別（ＮＩＤ）値によって識別される。１ｘＥＶ－ＤＯネットワーク内の
システムとネットワークは、最大１２８ビット長であって１９９８年１２月の「Ｉｎｔｅ
ｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ，Ｖｅｒｓｉｏｎ　６（ＩＰｖ６）Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ（インターネットプロトコル・バージョン６（ＩＰｖ６）仕様）」と題する、ＲＦＣ
２４６０に記載されているようなＩＰｖ６表現フォーマットに従い得るサブネットＩＤを
使用して識別される。用語「ネットワーク」と「システム」は、時には相互交換可能に使
用される。
【００１５】
　ＷＷＡＮ１００は典型的には、ＷＷＡＮのカバレージエリア内の無線装置１２０のため
の通信をサポートする多くの基地局１１０を含む。簡単のためにＷＷＡＮ１００に関して
は、図１には単に３つの基地局が示されている。基地局は無線装置と通信する固定された
局であって、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）（１ｘ用語）、アクセスポイント（１ｘＥＶ
－ＤＯ用語）、または何か他の用語でも呼ばれ得る。無線装置１２０は、ＷＷＡＮ１００
のカバレージエリア全体に亘って位置している。無線装置はまた、移動局（１ｘ用語）、
ユーザ／アクセス端末（１ｘＥＶ－ＤＯ用語）、ユーザ装置（ＵＥ）、移動装置（ＭＥ）
、加入者装置または何か他の用語でも呼ばれ得る。無線装置は、携帯電話、パーソナルデ
ィジタルアシスタント（ＰＤＡ）、無線モデム、送受器などであり得る。移動交換センタ
ー（ＭＳＣ）１３０は、ＷＷＡＮ１００内の基地局１１０のための配位と制御とを与える
。
【００１６】
　ＷＬＡＮ１０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークまたは何か他のタイプのネット
ワークであり得る。ＷＬＡＮ１０２は、当分野では公知のＩＥＥＥ規格８０２．１１ａ－
１９９９（一般に「８０２．１１ａ」と呼ばれる）、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｂ－１９
９９（一般に「８０２．１１ｂ」と呼ばれる）、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｇ－２００３
（一般に「８０２．１１ｇ」と呼ばれる）などといった１つ以上の規格を実施できる。Ｗ
ＬＡＮ１０２は、ＷＬＡＮの展開配置サイズに依存して１つ以上のシステムを含み得る。
各システムは、最大３２バイト長であり得るサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）によって
識別される。ＷＬＡＮ１０２は、このＷＬＡＮのカバレージエリア内の無線端末１２２（
例えばラップトップコンピュータ）と無線装置１２０のための通信をサポートする１つ以
上のアクセスポイント１１２を含む。簡単のためにＷＬＡＮ１０２に関して図１には単に
３個のアクセスポイント１１２が示されている。集中型アーキテクチャに関してはシステ
ムコントローラ１３２がＷＬＡＮ１０２内のアクセスポイント１１２のための配位と制御
とを与える。
【００１７】
　１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯについて無線装置は、システム選択および捕捉のために好ま
しいローミングリスト（ＰＲＬ）を保持する。無線装置は、例えば製造時または活性化時
にシリアルインタフェースまたはＵＳＢインタフェースを介してＰＲＬを用いてプログラ
ムされ得る。無線装置はまた、無線でＰＲＬをダウンロードすることもでき、および／ま
たは無線装置に挿入された着脱可能モジュールからＰＲＬを取得することもできる。無線
装置は、無線装置または着脱可能モジュール内に存在し得る不揮発性メモリにＰＲＬを記
憶する。
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【００１８】
　図２は、ＩＳ－６８３－ＡとＴＩＡ－６８３－Ｃとにおいて使用される構造を有するＰ
ＲＬ２００を示す。ＰＲＬ２００は、システムテーブル２１０と捕捉テーブル２５０とを
含む。システムテーブル２１０は、地理的領域（ＧＥＯ）によって編成される許可された
、および禁止されたシステム／ネットワークのリストを含む。明瞭のために図２は、それ
ぞれの表にされたテーブルによって表される各地理的領域を示す。各表にされたテーブル
は、無線装置がアクセスすべきである好ましいシステム／ネットワークに関するセクショ
ン２２０と無線装置がアクセスすべきでない禁止されたシステム／ネットワークに関する
セクション２３０とを含む。
【００１９】
　システムテーブルと捕捉テーブルは、１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯに関して異なるフォー
マットを有する。図２は１ｘのためのＰＲＬフォーマットを示す。各地理的領域に関して
表にされた表は、（１）地理的領域内の１つ以上のシステム／ネットワークに関する１つ
以上のレコードと（２）各レコードの関連情報のための多数のフィールドとを含む。これ
らのフィールドは、システムフィールド、選択優先フィールド、ローミング指示フィール
ドおよび捕捉インデックスフィールドを含む。各レコードについてシステムフィールドは
、このレコードに関連するシステム／ネットワークに割り当てられた（ＳＩＤ，ＮＩＤ）
ペアを記憶する。選択優先フィールドは、同じ地理的領域内の許可されたシステム／ネッ
トワークのすべての中の関連システム／ネットワークに関する優先度を示す。ネットワー
ク運用者は典型的には、優先度を指定する。ローミング指示フィールドは、関連システム
／ネットワークから信号を受信したときに、無線装置上のローミングインジケータがどの
ように表示されるべきかを指定する。捕捉インデックスフィールドは、関連システム／ネ
ットワークを捕捉するために使用すべきパラメータを含む捕捉テーブル２５０内に特定の
レコードをポイントするインデックス値を記憶する。捕捉テーブル２５０は、各一意のイ
ンデックス値に関して１つのレコードを含む。各捕捉レコードは、システム捕捉のために
使用される種々のパラメータのための多数のフィールドを含む。異なるタイプのシステム
に関する捕捉レコードは、異なるフォーマットを有する。
【００２０】
　図２は、１ｘに関するＰＲＬの図形的表現を示す。１ｘＥＶ－ＤＯに関するＰＲＬは異
なるフォーマットを有する。１ｘと１ｘＥＶ－ＤＯの両者についてＰＲＬ情報は、典型的
には１ファイルとして記憶される。
【００２１】
　図３は、ＴＩＡ－６８３－Ｃによって定義される拡張ＰＲＬフォーマットのＰＲＬであ
る拡張ＰＲＬを含むファイル３００を示す。拡張ＰＲＬは、多数のフィールドを含んでお
り、それらのすべては図３に示されている。表１は拡張ＰＲＬ内のフィールドに関する簡
単な説明を与える。
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【表１】

【００２２】
　従来から拡張ＰＲＬは、１ｘおよび／または１ｘＥＶ－ＤＯシステムに関する拡張シス
テムレコードと拡張捕捉レコードと共通サブネットレコードとを含む。この拡張ＰＲＬを
記憶する無線装置は、単に１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯシステムを選択して捕捉できる。
【００２３】
　一態様ではＷＬＡＮおよびＷＷＡＮシステムに関する拡張システムレコードと拡張捕捉
レコードと共通サブネットレコードとを保持し得る拡張ＰＲＬが定義される。一実施形態
では拡張ＰＲＬは、表１に示されたフォーマットを持っており、拡張ＰＲＬのフィールド
のすべてを含み、ＴＩＡ－６８３－Ｃと下位互換性がある。ＴＩＡ－６８３－Ｃをサポー
トする無線装置（レガシー無線装置と呼ばれる）は、拡張ＰＲＬから１ｘおよび１ｘＥＶ
－ＤＯシステムに関するレコードを抽出でき、ＷＬＡＮシステムに関するレコードを無視
または廃棄する。拡張ＰＲＬをサポートする新しい無線装置は、ＷＬＡＮシステムに関す
るレコードを抽出でき、ＷＬＡＮシステムの自動選択および捕捉のためにこれらのレコー
ドを使用する。
【００２４】
　ＴＩＡ－６８３－Ｃは、２つのタイプの拡張システムレコード－１ｘシステムに関する
１つのタイプと１ｘＥＶ－ＤＯシステムに関するもう１つのタイプを定義する。新しいタ
イプの拡張システムレコードは、ＷＬＡＮシステムに関して定義され得る。
【００２５】
　図４Ａは、ＷＬＡＮに関する拡張システムレコード４１０を示す。拡張システムレコー
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ド４１０は、図３に示されたような拡張ＰＲＬ内の拡張システムテーブル内の拡張システ
ムレコードの１つであり得る。拡張システムレコード４１０は、（１）ＴＩＡ－６８３－
Ｃによって定義される拡張システムレコード内のフィールドのすべてと（２）新しいＰＲ
ＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドとを含む。
【００２６】
　ＷＬＡＮ拡張システムレコードは、１グループのアクセスポイントであり得るＷＬＡＮ
システムに割り当てられたＳＳＩＤに関する情報を含む。ＳＳＩＤは、最大３２バイト長
であり得るＡＳＣＩＩ記号列であって、ＷＬＡＮシステムにおいて送られたすべてのパケ
ットをこのシステムに属すものとして識別するためにこれらすべてのパケットに付加され
るＡＳＣＩＩ記号列（例えば「ＡＢＣ」）である。ＷＬＡＮ拡張システムレコードは、Ｗ
ＬＡＮシステムに関するＳＳＩＤを含むことができ、あるいはＳＳＩＤが記憶された共通
サブネットテーブル内のある位置をポイントし得る。
【００２７】
　表２は、ＷＬＡＮ拡張システムレコード４１０のフィールドをリストアップしている。
各フィールドの簡単な説明は表２に与えられており、幾つかの関連フィールドに関する、
より詳細な説明は以下に与えられる。
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【表２】

【００２８】
　ＷＬＡＮ拡張システムレコード４１０に関するタイプ固有システムＩＤレコードは、Ｗ
ＬＡＮに関する種々のフィールドを含む。ＰＲＥＦＩＸフィールドは、もしレコードがＳ
ＳＩＤに関するプレフィックスとして機能していれば「１」に設定される。ＷＬＡＮ展開
配置は、類似のＳＳＩＤ、例えば「ＡＢＣ１」、「ＡＢＣ２」、「ＡＢＣ３」などを割り
当てられ得る多くのシステムを持ち得る。もしＰＲＥＦＩＸフィールドが「１」に設定さ
れてＳＳＩＤフィールドが「ＡＢＣ」に設定されれば、無線装置は「ＡＢＣ」、例えば「
ＡＢＣ１」、「ＡＢＣ２」または「ＡＢＣ３」というＳＳＩＤプレフィックスを有する如
何なるＷＬＡＮシステムでも捕捉できる。ＳＵＢＮＥＴ　ＣＯＭＭＯＮ　ＩＮＣＬＵＤＥ
Ｄフィールドは、ＳＳＩＤがＷＬＡＮ拡張システムレコードまたは共通サブネットテーブ
ルに記憶されているかどうかを示す。もしＳＵＢＮＥＴ　ＣＯＭＭＯＮ　ＩＮＣＬＵＤＥ
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Ｄ＝「０」であれば、ＳＳＩＤはＳＳＩＤフィールドに記憶されており、ＳＵＢＮＥＴ　
ＣＯＭＭＯＮ　ＯＦＦＳＥＴは省略される。逆にもしＳＵＢＮＥＴ　ＣＯＭＭＯＮ　ＩＮ
ＣＬＵＤＥＤ＝「１」であれば、ＳＳＩＤフィールドは省略され、ＳＳＩＤはＳＵＢＮＥ
Ｔ　ＣＯＭＭＯＮ　ＯＦＦＳＥＴフィールドによって示される位置の共通サブネットテー
ブルに記憶される。各共通サブネットレコードは、１５バイト（またはオクテット）を記
憶できる。したがってＳＳＩＤの最初の１５バイトはＳＵＢＮＥＴ　ＣＯＭＭＯＮ　ＯＦ
ＦＳＥＴフィールドによって示される共通サブネットレコードに記憶され、ＳＳＩＤの次
の１５バイト（もしあれば）は次の共通サブネットレコードに記憶され、ＳＳＩＤの最後
の２バイト（もしあれば）は続く共通サブネットレコードに記憶される。ＳＵＢＮＥＴ　
ＣＯＭＭＯＮ　ＯＦＦＳＥＴフィールドは、共通サブネットテーブル内の最初の共通サブ
ネットレコードに関してゼロである。ＳＳＩＤ　ＬＥＮＧＴＨフィールドは、ＳＳＩＤの
長さを示す（オクテットで）。ＳＳＩＤ　ＬＥＮＧＴＨフィールドは、任意のＳＳＩＤを
有するＷＬＡＮが捕捉され得ることを意味するワイルドカードＳＳＩＤを示すために０に
設定される。
【００２９】
　所定の地理的領域内の多数のＷＷＡＮおよび／またはＷＬＡＮシステムは、互いに関連
付けられる可能性があり、この地理的領域に関して一意であるアソシエーションタグを割
り当てられ得る。例えば同じ地理的領域内の１ｘシステム、１ｘＥＶ－ＤＯおよび／また
はＷＬＡＮシステムは、互いに関連付けられ得る。無線装置は、最初に電源が投入された
ときに１ｘシステムを捕捉しよう試み、それから捕捉された１ｘシステムに関連するＷＬ
ＡＮシステムを識別し、それから関連ＷＬＡＮシステムを捕捉しようと試みる可能性があ
る。この関連（連想）は、無線装置が１ｘシステムに基づいてＷＬＡＮシステムをより迅
速に捕捉することを可能にする。
【００３０】
　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドは、ＷＬＡＮ拡張システムレコードに関連する認証プ
ロファイルをポイントする。ＷＬＡＮに関して認証プロファイルは、下記のようにセキュ
リティ関連情報を含む。１ｘおよび１ｘＥＶ－ＤＯに関して認証プロファイルは、ＴＩＡ
－６８３－Ｃごとに単純なＩＰまたは移動体ＩＰプロファイルに指定されたように、使用
すべき特定のネットワークアクセス識別子（ＮＡＩ）と、特定のポイントツーポイントプ
ロトコル／認証、認可およびアカウンティング（ＰＰＰ／ＡＡＡ）認証と、秘密、といっ
た情報を含み得る。レガシー無線装置は、ＤＡＴＡ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮフィールド
の後の拡張システムレコードの処理を終了してＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドをスキッ
プするであろう。新しい無線装置は、ＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドを処理し続けるで
あろう。代替としてＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドは、タイプ固有のシステムＩＤレコ
ードに含まれ得る。
【００３１】
　ＴＩＡ－６８３－Ｃは、１２タイプの拡張捕捉レコードを定義する。ＷＬＡＮに関して
２つの新しいタイプの拡張捕捉レコードが定義され得る－ＷＬＡＮシステム捕捉（チャネ
ルを使用する）レコードに関する１つの新しいタイプと一般ＷＬＡＮシステム捕捉レコー
ドに関するもう１つの新しいタイプ。
【００３２】
　図４Ｂは、ＷＬＡＮシステム捕捉（チャネルを使用する）レコード４２０を示す。捕捉
レコード４２０は、図３に示されたように拡張ＰＲＬ内の拡張捕捉テーブルにおける拡張
捕捉レコードの１つであり得る。捕捉レコード４２０は、特定のチャネルを使用してＷＬ
ＡＮシステムを捕捉するために使用され得る。
【００３３】
　表３は、ＣＨＡＮフィールドの１回以上の出現を含み得る捕捉レコード４２０のフィー
ルドについての簡単な説明を与える。各ＣＨＡＮフィールドは、ＷＬＡＮシステムに関す
る特定のチャネルを示す。各チャネルは、所定の周波数帯域内のある特定の周波数に対応
する。例えばＩＥＥＥ８０２．１１は、２．４ＧＨｚ帯域について１４個の異なる周波数
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６８３－Ｃで使用されるＮＵＭ　ＣＨＡＮＳおよびＣＨＡＮフィールドの長さと一致する
それぞれ５ビットと１１ビットの長さである。捕捉レコード４２０のその他のフィールド
は、下記に説明される。
【表３】

【００３４】
　図４Ｃは、一般ＷＬＡＮシステム捕捉レコード４３０を示す。捕捉レコード４３０は、
図３に示されたように拡張ＰＲＬ内の拡張捕捉テーブルにおける拡張捕捉レコードの１つ
であり得る。捕捉レコード４３０は、規制機関によって指定されるような特定のＷＬＡＮ
周波数帯域を使用してＷＬＡＮシステムを捕捉するために使用され得る。表４は、捕捉レ
コード４３０のフィールドに関する簡単な説明を与える。
【表４】

【００３５】
　表５は、ＷＬＡＮ　ＢＡＮＤ　ＣＬＡＳＳフィールドに関する周波数帯域タイプの例示
的１セットをリストアップしている。各周波数帯域タイプは、特定の周波数帯域に関して
特定の規制機関によって定義されたある幾つかの仕様（例えば送信電力に関する）に関連
付けられる。無線装置は、拡張捕捉レコードのＷＬＡＮ　ＢＡＮＤ　ＣＬＡＳＳフィール
ドによって示された周波数帯域タイプに関連する仕様に従って動作する。表５はまた、テ
クノロジータイプの例示的１セットをリストアップしており、ここでＡ、Ｂ、Ｇはそれぞ
れ、８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇを指す。無線装置は、拡張捕捉レ
コードのＷＬＡＮ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹフィールドに示されたテクノロジーに従って動
作する。
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【表５】

【００３６】
　図３～４Ｃと表１～５は、ＰＲＬと、ＷＬＡＮシステムに関するシステム選択および捕
捉をサポートするシステムおよび捕捉レコードと、の特定の実施形態を示している。一般
にＰＲＬとシステムおよび捕捉レコードは、ＷＬＡＮシステムの選択と捕捉のために使用
され得る任意のタイプの情報のための任意の数のフィールドを含み得る。
【００３７】
　図５は、ＷＬＡＮ認証プロファイルを記憶するＷＬＡＮ認証プロファイルテーブル５０
０を示す。表６は、プロファイルテーブル５００のフィールドに関する簡単な説明を与え
る。
【表６】
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【００３８】
　ＷＬＡＮ認証プロファイルは、ＷＬＡＮシステムのために使用する暗号化および／また
は認証（もしあれば）を定義する。このＷＬＡＮ認証プロファイルは、使用する暗号化の
タイプ（もしあれば）、使用する認証のタイプ（もしあれば）、および関連する認証およ
び暗号化パラメータといったセキュリティ関連情報を含む。
【００３９】
　　表７は、ＷＬＡＮ認証プロファイルの可能なフィールドの一実施形態をリストアップ
している。ＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドは、ＷＬＡＮ認証プロファイルに関するプロ
ファイルＩＤ値を含む。（１）ＰＲＬにおいてリストアップされていないＷＬＡＮシステ
ムおよび／または（２）ＰＲＬにおいてリストアップされているがＷＬＡＮ認証プロファ
イルを持たないＷＬＡＮのために使用され得るデフォルト(default)ＷＬＡＮ認証プロフ
ァイルには０というプロファイルＩＤ値が割り当てられ得る。ＭＯＢＩＬＥ　ＩＰ　ＰＲ
ＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドは、ＷＬＡＮ認証プロファイルで使用する移動体ＩＰプロフ
ァイルを示す。この移動体ＩＰプロファイルは、移動体ＩＰに関する認証情報を記憶する
。ＭＯＢＩＬＥ　ＩＰ　ＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドに関する０ｘＦＦという１６進
値は、アクティブ移動体ＩＰプロファイル（もしあれば）の使用を示し得る。ＷＬＡＮ認
証プロファイルの他のフィールドは、下記に説明される。
【表７】

【００４０】
　ＷＬＡＮのために種々の暗号化および認証方式が使用され得る。暗号化については４０
ビットと１０４ビットの鍵サイズを有するＷｉｒｅｄ　Ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ　Ｐｒｉｖ
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ａｃｙ（有線等価プライバシー）（ＷＥＰ）、Ｔｅｍｐｏｒａｌ　Ｋｅｙ　Ｉｎｔｅｇｒ
ｉｔｙ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（時間鍵整合性プロトコル）（ＴＫＩＰ）、Ａｄｖａｎｃｅｄ
　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（上級暗号化規格）（ＡＥＳ）、またはその
他何らかの暗号化がＷＬＡＮのために使用される可能性があり、あるいは暗号化が使用さ
れないこともあり得る。認証についてはＷＥＰベースの認証、Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ａ
ｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（拡張可能認証プロトコル）（ＥＡＰ）
、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｗｉ－Ｆｉ保護アクセス）（ＷＰＡ
）、またはその他何らかの認証がＷＬＡＮのために使用される可能性があり、あるいは認
証が使用されないこともあり得る。ＥＡＰは、ＥＡＰ－ＴＬＳ（トランスポート層セキュ
リティ）およびＥＡＰ－ＭＤ５（メッセージ・ダイジェストアルゴリズム５）といった多
数の異なる実現形態を含む。ＥＡＰ－ＴＬＳは、ＲＡＤＩＵＳ認証サーバとの確実な通信
を利用する。これら種々の暗号化および認証方式は、当分野では公知である。３ＧＰＰ２
におけるＷＬＡＮに関する認証は、公的に利用可能である「Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＷＬＡＮ）　Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ」（無線ローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）相互作用）と題する文書３ＧＰＰ２　Ｘ．Ｓ００２８
に記載されている。
【００４１】
　表８は、ＷＬＡＮに関してサポートされ得る暗号化タイプの例示的１セットと認証タイ
プの例示的１セットとをリストアップしている。無線装置は、ＥＮＣＲＹＰＴＩＯＮ　Ｔ
ＹＰＥフィールドに示された暗号化方式（もしあれば）に従って暗号化を実行し、また更
にＡＵＴＨＥＮＴＩＣＡＴＩＯＮ　ＴＹＰＥフィールドに示された認証方式（もしあれば
）に従って認証を実行する。ＷＥＰ認証の使用は、ＷＥＰ暗号化が可能にされることを意
味する。８０２．１Ｘ　ＴＬＳはＴＬＳを有するＩＥＥＥ８０２．１Ｘ／ＥＡＰを示し、
８０２．１Ｘ　ＭＤ５はＭＤ５を有するＩＥＥＥ８０２．１Ｘ／ＥＡＰを示し、ＷＫＥＹ
はＷＬＡＮ長期鍵（３ＧＰＰ２Ｘ．Ｓ００２８に記載されている）を示す。「ＲＡＤＩＵ
Ｓによる」認証は、認証がＲＡＤＩＵＳサーバを介して実行されることを意味する。「認
証ＩＤによる」認証は、保証された認証当局から得られる暗号認証によって認証が実行さ
れることを意味する。

【表８】

【００４２】
　各認証タイプは、関連パラメータに関するフィールドの特定の１セットに関連付けられ
得る。表９は、表８において与えられた各認証タイプに関するフィールドをリストアップ
している。各認証タイプについて所定の認証タイプ固有のフィールドに関する「ｘ」は、
このフィールドがこの認証タイプに関するＷＬＡＮ認証プロファイル内に含まれることを
意味する。
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【表９】

【００４３】
　図６Ａは、ＷＥＰ認証に関するＷＬＡＮ認証プロファイル６１０（ＡＵＴＨＥＮＴＩＦ
ＩＣＡＴＩＯＮ　ＴＹＰＥ＝１）を示す。認証プロファイル６１０についてＷＥＰ　ＫＥ
Ｙ　ＩＤ１～ＷＥＰ　ＫＥＹ　ＩＤ４フィールドは、ＷＥＰのために使用される４個のセ
キュリティ鍵を含む。ＤＥＦＡＵＬＴ　ＷＥＰ　ＫＥＹ　ＩＤフィールドは、４個のＷＥ
Ｐセキュリティ鍵のうちのどれがデフォルト鍵であるかを示す。４個のＷＥＰ鍵フィール
ドの各々のサイズは６４ビットＷＥＰに関しては５オクテット、１２８ビットＷＥＰに関
しては１３オクテットである。各ＷＥＰ鍵フィールドについて、鍵［０］はＷＥＰ鍵の最
下位バイトを含み、鍵［０］の最下位ビットはＷＥＰ鍵の最下位ビットを含む。
【００４４】
　図６Ｂは、ＲＡＤＩＵＳによるＭＤ５に基づく８０２．１Ｘ認証に関するＷＬＡＮ認証
プロファイル６２０（ＡＵＴＨＥＮＴＩＣＡＴＩＯＮ　ＴＹＰＥ＝４）を示す。認証プロ
ファイル６２０について８０２．１Ｘ　ＩＤ　ＬＥＮフィールドは、最大７２バイト長で
あり得る８０２．１Ｘ　ＩＤフィールドのサイズを示す。８０２．１Ｘ　ＩＤフィールド
は、典型的にはｕｓｅｒ＠ｒｅａｌｍの形をしているＲＡＤＩＵＳベースの手順のために
使用されるＩＤを含む。８０２．１Ｘ　ＰＡＳＳＷＯＲＤ　ＬＥＮフィールドは、最大３
１バイト長であり得る８０２．１Ｘパスワードフィールドのサイズを示す。８０２．１Ｘ
　ＰＡＳＳＷＯＲＤフィールドはＲＡＤＩＵＳベースの８０２．１Ｘ認証に関するＭＤ－
５共用秘密を記憶する。
【００４５】
　その他の認証タイプに関するＷＬＡＮ認証プロファイルは、表７、９に基づいて形成さ
れ得る。ＡＵＴＨＥＮＴＩＣＡＴＩＯＮ　ＴＹＰＥ＝２について８０２．１Ｘ　ＰＡＳＳ
ＷＯＲＤフィールドは、認証のためにＲＡＤＩＵＳが使用されない家庭／小事務所環境に
おけるＷＰＡに関する８０２．１Ｘパスワードを記憶する。このパスワードは、ＴＫＩＰ
暗号化プログラムを起動するために使用される。
【００４６】
　図５、６Ａ、６Ｂと表７、８、９は、ＷＬＡＮ認証プロファイルテーブルと、異なるＷ
ＬＡＮ認証プロファイルと、の特定の実施形態を示している。一般にプロファイルテーブ
ルとプロファイルは、暗号化、認証および／または他の目的のために使用され得る任意の
タイプの情報に関する任意の数のフィールドを含み得る。例えば他のタイプの暗号化と認
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タのために異なるフィールドがプロファイル内に形成され得る。
【００４７】
　上記の実施形態について拡張ＰＲＬはＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関する拡張シ
ステムレコードと拡張捕捉レコードとを含み、ＷＬＡＮ認証プロファイルテーブルはＷＬ
ＡＮシステムに関するＷＬＡＮ認証プロファイルを含む。拡張ＰＲＬは典型的には、所望
のシステム利用を達成するために、例えば無線装置をネットワーク運用者によって運用さ
れるシステムおよび／またはネットワーク運用者がクロスライセンスを有するシステムに
向けるために、ネットワーク運用者によって生成される。ＷＬＡＮ認証プロファイルテー
ブルは、暗号化と認証のために使用されるセキュリティ関連情報を含み、拡張ＰＲＬのた
めのファイルとは別であるファイルに記憶され得る。
【００４８】
　拡張ＰＲＬは、特定のＷＬＡＮ認証プロファイルテーブルに関連付けられ得る。これは
、拡張ＰＲＬ内の拡張システムレコードにおけるＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドがＷＬ
ＡＮ認証プロファイルテーブル内の特定のプロファイルをポイントするからである。ネッ
トワーク運用者は、例えば異なるサービスプランのための拡張ＰＲＬおよびＷＬＡＮ認証
プロファイルテーブルの異なるセットを生成し得る。そのとき各無線装置は、加入したサ
ービスプランのための拡張ＰＲＬおよびＷＬＡＮ認証プロファイルテーブルの１セットを
記憶できる。
【００４９】
　上記の実施形態ではＷＬＡＮシステム選択および捕捉のために使用される情報は、ＴＩ
Ａ－６８３－Ｃと下位互換性のあるフォーマットで記憶される。ＷＬＡＮシステム選択お
よび捕捉のために使用される情報は、ＴＩＡ－６８３－Ｃと下位互換性のある必要がない
ファイルに、より効率的に記憶され得る。
【００５０】
　図７は、ＷＬＡＮシステムを選択して捕捉するための情報を含むネットワーク識別子（
ＮＩ）テーブル７００を示す。ネットワーク識別子テーブル７００は、無線ユーザ、ＷＬ
ＡＮの管理者、ＷＷＡＮのネットワーク運用者、および／または他の何らかのエンティテ
ィによって創製されることが可能である。ネットワーク識別子テーブル７００は、各無線
装置のためにカスタマイズされることが可能であり、所望または必要に応じて修正され得
る。例えば無線ユーザは、各ＳＳＩＤとこれの関連パラメータとを指定でき、ＳＳＩＤを
ネットワーク識別子テーブルに記憶できる。表１０は、ネットワーク識別子テーブル７０
０のフィールドについての簡単な説明を与える。
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【表１０】

【００５１】
　システムテーブル内の第１のシステムレコード、システムレコード０は、ユーザによっ
て入力されたＷＬＡＮシステム情報を記憶するために使用され得る。ユーザがシステム情
報を手動で入力するときはいつでも、この情報は先ずシステムレコード０に記憶される。
もしユーザがこのシステム情報を永久に保存したいと思うならば、この情報はシステムテ
ーブル内のもう１つのシステムレコードとして記憶される。
【００５２】
　ユーザによって手動で入力されたプロファイル情報を記憶するために０というプロファ
イルＩＤ値を有する、プロファイルテーブル内の第１のプロファイルが使用され得る。も
しユーザがこのプロファイル情報を永久に保存したければ、この情報はプロファイルテー
ブル内のもう１つのプロファイルとして記憶される。このプロファイルを使用する各シス
テムレコードのＰＲＯＦＩＬＥ　ＩＤフィールドは、それに応じて更新される。
【００５３】
　図７はまた、ネットワーク識別子テーブル７００内のシステムテーブル内のシステムレ
コード７１０を示す。表１１は、システムレコード７１０のフィールドについての簡単な
説明を与える。
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【表１１】

【００５４】
　ＷＬＡＮ　ＢＡＮＤ　ＣＬＡＳＳフィールドは、ＷＬＡＮシステムの帯域クラスを示し
ており、表５に示されたように符号化され得る。ＷＬＡＮ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹフィー
ルドは、ＷＬＡＮシステムのテクノロジーを示しており、同様に表５に示されたように符
号化され得る。代替として８０２．１１ａ、８０２．１１ｂおよび８０２．１１ｇは、Ｗ
ＬＡＮ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹフィールドのそれぞれビット０、１および２に関連付けら
れることが可能であり、各ビットはこのテクノロジーのサポートを示すために「１」に設
定され得る。例えば０ｘ０１という１６進値は、８０２．１１ａのサポートを示し、０ｘ
０２という値は８０２．１１ｂのサポートを示し、０ｘ０４という値は８０２．１１ｇの
サポートを示し、０ｘ０６という値は８０２．１１ｂと８０２．１１ｇのサポートを示し
、０ｘ０７という値は８０２．１１ａと８０２．１１ｂと８０２．１１ｇのサポートを示
す。
【００５５】
　ＣＨＡＮＮＥＬフィールドは、チャネルを示しており、８０２．１１ｂ／ｇに関して１
から１４であり得る。０というチャネルは任意のチャネルを意味し得る。ＧＲＯＵＰ　Ｍ
ＡＳＫフィールド内の各ビットは異なるグループを表し得る。システムレコードは、如何
なる所定のグループに関してもビットを「１」に設定することによってこのグループに関
連付けられ得る。
【００５６】
　表１１に示された実施形態について無線装置は、ネットワーク識別子テーブル内のシス
テムレコードのＳＳＩＤ、ＷＬＡＮ　ＭＯＤＥ、およびＧＲＯＵＰ　ＭＡＳＫフィールド
に一致する如何なるＷＬＡＮシステムからでもサービスを取得できる。この実施形態に関
しては同じ地理的領域内のＷＬＡＮシステムの間に優先度は存在しない。他の実施形態で
はシステムレコードは、優先度を示すために使用される他のフィールドを含み得る。
【００５７】
　システムレコードの異なるタイプは、異なるテクノロジー（例えば８０２．１１、１ｘ
、１ｘＥＶ－ＤＯなど）のために定義されることが可能であり、ネットワーク識別子テー
ブル７００に含まれ得る。異なるシステムレコードタイプは、異なるテクノロジー固有フ
ィールドに関連付けられ得る。これは、ネットワーク識別子テーブル７００がＷＬＡＮシ
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ステムおよび他のテクノロジーを使用する他のシステムに関するシステムレコードを記憶
することを可能にする。
【００５８】
　図３～７と表１～１１は、拡張ＰＲＬと、ＷＬＡＮシステムに関してシステム選択、捕
捉、暗号化、および認証を実行するために使用される情報を記憶できるネットワーク識別
子ファイルと、の特定の実施形態を示している。一般にこれらの情報は、（１）任意の数
のテーブル、任意の数のレコード、および任意の数のフィールドに、（２）これらのテー
ブル、レコードおよびフィールドに関して任意のフォーマットを使用して、記憶され得る
。システムおよび捕捉情報は、別々のシステムおよび捕捉レコードに（図３に示されたよ
うに）、またはシステムレコードに（図７に示されたように）記憶され得る。暗号化と認
証に関する情報は、別々のプロファイルレコード内に記憶され得る（図７に示されたよう
に）か、またはシステムレコードに結合され得る（これらの図のいずれにも示されていな
い）。
【００５９】
　図８は、システム選択および捕捉のために無線装置によって実行されるプロセス８００
の一実施形態を示す。最初にＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関する情報を含むＰＲＬ
が、例えば不揮発性メモリから取得される（ブロック８１０）。ＰＲＬは、システム選択
および捕捉のために使用される（ブロック８２０）。図８に示された実施形態ではブロッ
ク８２０に関して１つ以上の捕捉レコードがＰＲＬから取得される（ブロック８２２）。
捕捉レコード（単数または複数）に基づいてＷＷＡＮおよび／またはＷＬＡＮシステムが
探索されて捕捉される（ブロック８２４）。一度に１つの捕捉レコードを用いて捕捉が試
みられ、ＰＲＬ内の捕捉レコードは予め決められた（例えば逐次的）順序で選択され得る
。ＷＬＡＮシステムは、例えば捕捉レコードに示されたテクノロジー、帯域クラス、およ
び／またはチャネルに基づいて捕捉され得る。少なくとも１つのシステムを捕捉した後に
、捕捉されたシステム（単数または複数）ならびに同じ地理的領域内に在るＷＷＡＮおよ
び／またはＷＬＡＮシステムに関するシステムレコードがＰＲＬから取得される（ブロッ
ク８２６）。この地理的領域内のＷＷＡＮシステムまたはＷＬＡＮシステムは、例えばこ
の地理的領域内のＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関する優先度に基づいて選択される
（ブロック８２８）。この優先度は、表２と図４Ａに示されたようにシステムレコード内
のＰＲＬフィールド、ＰＲＥＦＩＸフィールドおよび／または他のフィールドによって指
示され得る。もし選択されたシステムが捕捉されていなければ、選択されたシステムの捕
捉がそれの捕捉レコードに基づいて実行される。システム選択および捕捉は、捕捉され得
る最も好ましいシステムからサービスが取得されるように繰り返し実行され得る。
【００６０】
　もう１つの実施形態では最初に１ｘシステムが探索され、ＰＲＬ内の１ｘシステムに関
する捕捉レコードに基づいて捕捉される。もし１ｘシステムが捕捉されれば、この１ｘシ
ステムに関連するＷＬＡＮシステムがＰＲＬ内のシステムレコードに基づいて決定される
。その後にこれらのＷＬＡＮシステムの１つ以上に対して捕捉が試みられ得る。システム
選択および捕捉は、他の仕方でも実行可能である。
【００６１】
　ブロック８３０で決定されたようにもし選択されたシステムがＷＬＡＮシステムであれ
ば、このＷＬＡＮシステムに関するプロファイルレコードは、ＷＬＡＮ認証プロファイル
テーブルから取得される（ブロック８３２）。プロファイルレコードによって指示された
ようにＷＬＡＮシステムに関して暗号化および／または認証が実行され得る（ブロック８
３４）。例えばプロファイルレコードは、どの暗号化スキーム（もしあれば）を使用すべ
きか、またどの認証スキーム（もしあれば）を使用すべきかを指示することができ、また
更に暗号化および／または認証スキームのための関連情報を含み得る。それからこの暗号
スキームに従って、また更にプロファイルレコード内の関連情報に基づいて、ＷＬＡＮシ
ステムに関して暗号化が実行されるであろう。同様に認証スキームに従って、また更にプ
ロファイルレコード内の関連情報に基づいてＷＬＡＮに対して認証が実行され得る。
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【００６２】
　ＷＬＡＮシステムに関するシステム選択および捕捉はまた、図７と表１０に示されたネ
ットワーク識別子テーブルに基づいて実行され得る。システム選択は、ＰＲＬを用いるよ
りもネットワーク識別子テーブルを用いて異なる仕方で実行され得る。例えばＷＬＡＮシ
ステムは、ネットワーク識別子テーブルを使用するときテクノロジー、帯域クラス、チャ
ネル、ＷＬＡＮモード、および／または他の基準に基づいて選択され得る。ネットワーク
識別子テーブル内の情報は、システム選択、捕捉、暗号化（もしあれば）、および認証（
もしあれば）のために使用され得る。
【００６３】
　図９は、無線装置１２０ｘのブロック図を示す。送信路上で無線装置１２０ｘによって
送られるトラヒックデータとシグナリング(signaling)は、データチップのストリームを
得るために、符号器９１２によって処理され（例えばフォーマット化され、符号化され、
インタリーブされ）、更に変調器（ＭＯＤ）９１４によって処理される（例えば変調され
、拡散され、チャネル伝送され、そしてスクランブルされる）。それから送信機（ＴＭＴ
Ｒ）９２２は、アンテナ９２４を介して送信されるアップリンク信号を生成するためにデ
ータチップストリームを調整する（例えばアナログに変換し、フィルタリング（濾波）し
、増幅し、周波数アップコンバート（高周波変換）する）。受信路ではＷＷＡＮ１００内
の基地局１１０および／またはＷＬＡＮ１０２内のアクセスポイント１１２によって送信
されたダウンリンク信号は、アンテナ９２４によって受信されて受信機ユニット（ＲＣＶ
Ｒ）９２６に供給される。受信機ユニット９２６は、受信信号を調整し（例えばフィルタ
リングし、増幅し、周波数ダウンコンバート（低周波変換））し、更にデータサンプルを
得るために調整された信号をディジタル化する。復調器（ＤＥＭＯＤ）９１６は、記号を
得るためにデータサンプルを処理する（例えばデスクランブル（整頓）し、デスプレッド
（不拡散）し、チャネル伝送し、復調する）。復号器９１８は、復号されたデータを得る
ために記号を更に処理する（例えばデインタリーブして復号する）。符号器９１２、変調
器９１４、復調器９１６、および復号器９１８は、モデムプロセッサ９１０によって実現
され得る。これらのユニットは、無線装置１２０ｘが通信するＷＷＡＮまたはＷＬＡＮシ
ステムによって使用されるテクノロジーに従って処理を実行する。
【００６４】
　プロセッサ／コントローラ９３０は、無線装置１２０ｘ内の種々のユニットの動作を指
図する。プロセッサ／コントローラ９３０は、システム選択および捕捉のための図８のプ
ロセス８００を実施できる。メモリユニット９３２は、プロセッサ／コントローラ９３０
と他のユニットによって使用されるプログラムコードとデータとを記憶する。メモリユニ
ット９３２は、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関するＰＲＬと、ＷＬＡＮシステムに
関するプロファイルテーブルおよび／またはＷＬＡＮシステムとおそらくは他のシステム
とに関するネットワーク識別子（ＮＩ）テーブルと、を記憶し得る。ＰＲＬ、プロファイ
ルテーブルおよび／またはＮＩテーブルは、前述のようにシステム選択および捕捉のため
に使用され得る。着脱可能モジュール９３４は、ＰＲＬ、プロファイルテーブルおよび／
またはＮＩテーブルを記憶できる不揮発性メモリを含む。着脱可能モジュール９３４は、
着脱可能ユーザ識別モジュール（Ｒ－ＵＩＭ）（ｃｄｍａ２０００のために使用される）
、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）（Ｗ－ＣＤＭＡとＧＳＭのために使用される）、ユニ
バーサル加入者識別モジュール（ＵＳＩＭ）（同様にＷ－ＣＤＭＡとＧＳＭのために使用
される）などであり得る。
【００６５】
　ＰＲＬサーバ１５０は、ＳＭＳメッセージを使用するＰＲＬの無線プログラミングをサ
ポートする。ＰＲＬサーバ１５０は、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関するレコード
を有するＰＲＬを形成でき、ＰＲＬに関するデータブロックを生成し、ショートメッセー
ジサービス（ＳＭＳ）サービスセンター１４０にデータブロックを転送する。センター１
４０は、１つ以上のＳＭＳメッセージ内のデータブロックをカプセル化する。ＭＳＣ１３
０は、ＳＭＳメッセージを受信し、これらのメッセージを自分のサービスエリア内の無線
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装置に無線で送信する基地局１１０ｘにこれらのメッセージを転送する。無線サービス提
供機能（ＯＴＡＦ）（図９には示されず）もまた、ＰＲＬの無線プログラミングをサポー
トする。ＯＴＡＦは、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムに関するレコードを有するＰＲＬ
を形成し、ＰＲＬに関するデータブロックを生成し、このデータブロックを１つ以上のメ
ッセージ内にカプセル化する。ＭＳＣ１３０は、ＯＴＡＦからメッセージ（単数または複
数）を受信し、このメッセージ（単数または複数）を無線装置への送信のために基地局１
１０ｘに転送する。
【００６６】
　無線装置１２０ｘにおいてプロセッサ／コントローラ９３０は、ＰＲＬセンター１５０
またはＯＴＡＦによって送られたＰＲＬを有する復号されたデータブロックを受信でき、
またこのＰＲＬをメモリユニット９３２および／または着脱可能モジュール９３４内に記
憶できる。プロセッサ／コントローラ９３０はまた、ＷＬＡＮシステムに関する、ユーザ
からシステムおよび／またはセキュリティ関連情報を受信でき、この情報をメモリユニッ
ト９３２および／または着脱可能モジュール９３４内に記憶できる。
【００６７】
　本明細書で説明された技法は、種々の手段によって実現可能である。例えばこれらの技
法は、ハードウエア、ソフトウエアまたはこれらの組合せにおいて実現され得る。ハード
ウエア実現のために、システム選択および捕捉を実行するために使用される処理ユニット
は、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、ディジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ）、プログラム可能論理装置（ＰＬＤ）、フィー
ルドプログラマブル（利用者書込み可能）ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子装置、本明細書で説明され
た機能を実行するように設計された他の電子装置、またはこれらの組合せの内において実
現され得る。
【００６８】
　ソフトウエア実現のためにこれらの技法は、本明細書で説明された機能を実行するモジ
ュール（例えば手順、関数など）によって実現され得る。ソフトウエアコードは、メモリ
ユニット（例えば図９のメモリユニット９３２）内に記憶され、プロセッサ（例えばプロ
セッサ９３０）によって実行され得る。メモリユニットは、プロセッサの内部またはプロ
セッサの外部に実現可能である。
【００６９】
　開示された実施形態の前述の説明は、当業者であれば本発明を実施または使用できるよ
うにするために提供されている。これらの実施形態に対する種々の修正は当分野に精通す
る人々にとって直ちに明らかであろうし、また本明細書で定義された一般的原理は本発明
の精神または範囲から逸脱せずに他の実施形態に適用可能である。したがって本発明は、
本明細書に示された実施形態に限定されるようには意図されておらず、本明細書に開示さ
れた原理と新規な特徴とに一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮシステムによる展開配置を示す図である。
【図２】ＩＳ－６８３－ＡとＴＩＡ－６８３－Ｃにおいて使用される構造を有するＰＲＬ
を示す図である。
【図３】ＴＩＡ－６８３－Ｃによって定義される拡張ＰＲＬを示す図である。
【図４Ａ】ＷＬＡＮに関する拡張システムレコードを示す図である。
【図４Ｂ】ＷＬＡＮに関する２つの拡張捕捉レコードを示す図である。
【図４Ｃ】ＷＬＡＮに関する２つの拡張捕捉レコードを示す図である。
【図５】ＷＬＡＮに関する認証プロファイルテーブルを示す図である。
【図６Ａ】ＷＬＡＮに関する２つの認証プロファイルを示す図である。
【図６Ｂ】ＷＬＡＮに関する２つの認証プロファイルを示す図である。
【図７】ＷＬＡＮに関するネットワーク識別子テーブルを示す図である。
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【図８】システム選択および捕捉を実行するためのプロセスを示す図である。
【図９】無線装置のブロック図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５】
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【図７】 【図８】
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